
救急車を適正に利用しましょう
　救急車を呼ぶか迷ったときに役立つ、全
国版救急受診アプリ「Q助」。本当に必要と
されている人のためにも、救急車の適正利
用をお願いします。
SNSを活用した応急手当の普及啓発活動
　熱中症による救急搬送も増加傾向となっ
ています。皆さんができる応急手当につい
て、動画で分かりやすく紹介しています。

　７月2８日に滋賀県消防操法訓練大会が開催され、5月下
旬から早朝訓練で研さんを積んできた守山市消防団河西
分団がポンプ車操法の部に出場し、3位入賞を果たしまし
た。
　守山市消防団として11大会連続入賞となりました
（12・13頁では「まちを守る消防団」を特集しています）。

　9月1日（日）は「防災の日」です。
　市が発行している「防災マップ」などによる非常用持ち出し品（防災グッズ）の点検や日ごろの
備え、水害の避難判断や避難指示が出た場合の行動などについて考える機会にしてください。
　また、最寄りの避難場所や避難所などを「守山市避難所マップ」（14・15頁）で確認しておきましょう。

滋賀県消防操法訓練大会 11大会連続入賞

全国版救急
受診アプリ　
「Q助」

誰でもできる
応急手当
シリーズ

9月9日（月）は救急の日　
9月8日（日）～14日（土）は救急医療週間

防災訓練・学習会をサポートします
　大規模地震や災害の備えとして、防災訓練や学習会の
実施について、気軽にご相談ください。

問 ・危機管理課　 （582）1119
　・湖南広域消防局 北消防署　 （584）2119 問�湖南広域消防局 安全救急係　 （584）2119

湖南広域消防局からお知らせ

9月1日（日）は防災の日

暮らしの備え
心の備え

地震や水害などの災害発生時を想定した

できていますか？

問 危機管理課
　 （582）1119
　 （583）5066

ふれあい出前講座
申し込み

防災マップ
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　「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神のもと、団員1人ひとりの気概
と活動が認められ、守山市消防団は、新設された「消防団地域貢献表彰」（総務大
臣表彰）の第一号として表彰されました（全国3８消防団）。とても誇らしく、同時に
身が引き締まる思いです。
　私が消防団に入ったのは3７年前です。辛い現場を見たこともあり、有事に
は少しでも被害を少なくしたいと思って今日までやってきました。しか
し、消防団員といえど、1人では何もできません。
　各分団の絆の深さ、家族の協力、地域の理解などがあって、初めて
消防団は組織的活動の力を発揮できます。
　地域で活動する消防団員たちは、地域の防災リーダーとして、地域
住民の皆さまとともに「まち」を守っています。

まちを守る消防団
守山市では、217人の消防団員が活動しています（8月31日時点）

団員1人ひとりが、地域で防災リーダーの気概

　火災や災害発生時に出動し、皆さんの財産と安全を守る消防団。南海トラフ巨大地震の発
生が懸念される中、地域に密着している消防団員は、普段は会社員や自営業など別の仕事を
しながら、火災や災害の発生時には、現場にいち早く駆けつけ、消火活動や救助活動を行い
ます。また、出動に備えた訓練や資機材点検、防火防災の啓発活動などをしています。
　火災や災害が発生したとき、皆さんの命を救ってくれるのは消防団員かもしれません。
　守山市消防団への応援をお願いします。
　今回は、消防団員の思いや願いなどを聞きました。

守
山
市
消
防
団 

石い
し
田だ 

和か
ず

成な
り

団
長

9月1日（日）は防災の日
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守 山 分 団 西
にし

村
むら

 祐
ゆう

也
や

さん（入団10年目）

　普段の仕事をしていても、
サイレンを聞くとビビッと
きます。
　団員同士の仲が深まると
士気も高まります。家族、学
区、近い所から輪を広げてま
ちの防災力とチーム力を上
げていけたらと思っていま
す。

吉 身 分 団 渡
わた

辺
なべ

 達
たつ

也
や

さん（入団21年目）

　ポンプ操法の選手なので
毎朝の訓練は大変でしたが、
有事の行動を体が覚えてく
れたと思います。
　市外から引っ越してきた
私が、人前で話したり、地域
の防火・防災リーダーとして
活躍できるのはうれしいで
す。

小 津 分 団 中
なか

江
え

 真
ま

澄
すみ

さん（入団7年目）

　消防団に入ったことで、年
齢を超えて地域のつながり
ができました。
　防災の第一歩は、自分の身
を守ることから始まります。
消防団の活動は、まず家族の
協力がなければ活動できま
せんが、皆が笑顔でいられる
ように頑張ります。

玉 津 分 団 石
いし

田
だ

 展
のぶ

大
ひろ

さん（入団1年目）

　父も消防団員で、地域の防
災訓練や祭りの警備などで
活動する姿を見てきました。
　実際に入団してみると、早
朝の訓練など大変なことも
ありますが、先輩たちの温か
い指導に応えられるように
なりたいと思っています。

河 西 分 団 大
おお

西
にし

 翔
しょう

太
た

さん（入団3年目）

　ポンプ操法の訓練は、火災
などの現場でどう動けばい
いかの基礎を体で覚えるた
めのものです。自覚はないけ
れど、防火防災への意識は変
わったように思います。
　仲間意識が高く、チーム
ワークも一番の分団だと
思っています。

速 野 分 団 竹
たけ

端
ばた

 翔
しょう

也
や

さん（入団4年目）

　消防団に入ってから、出動
するたびに「ぼくがまちを
守っている」という気持ちに
なります。地域やまちのこと
を考えられるようになりま
した。勤務先でも防災の取り
組みなどで役立つし、何より
自分のためになっていると
実感してきています。

中 洲 分 団 香
か

川
がわ

 智
とも

文
ふみ

さん（入団15年目）

　仕事も年齢もバラバラな
のに、活動が始まると一致団
結してまとまっています。自
分中心の考え方から、地域や
仲間のことを考えるように
なりました。
　訓練も自分に対してカツ
が入る感じ。これからも自負
を持ちながら活動します。

Ｍ Ｓ Ｌ 分 団 宇
う

野
の

さん、遠
とお

塚
つか

さん、杉
すぎ

江
え

さん

　市内の園や施設で防火・防
災啓発などの活動をしてい
ます。
　人のつながりが広がって、
普通のおばさんができない
ことができたり、行けない所
に行けたり、人前でしゃべる
のも苦手じゃなくなりまし
た。
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